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国特集図書館の叩
学年別利用説明会と図書室内部のＰＲ

Ｉ．はじめに

1997年に当図書室がホームページを開設した

当時は「ホームページによるＰＲ」が注目され

はじめた頃だった。現在では見栄えも良く内容

も充実したホームページがたくさん存在してい

る。

そこで、今回の図書室ＰＲについては当図書

室のシンプル(地味)なホームページの紹介は

カットし、利用者に直接ＰＲすることに限定し

てまとめてみた。

直接といえば、「オリエンテーション」や「利

用説明会」はやはり効果がある。一度にたくさん

の人にＰＲできるので、必ず反応があるからだ。

それと図書室に来室した利用者に図書室内部を
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どうＰＲするか。ここを工夫する必要があると

思う。

Ⅱ、学年別利用説明会におけるＰＲ

４月のオリエンテーションにプラスし、１年生

向けと３年生向けの利用説明会を実施している。

どちらも数年前から始めた説明会で、３年生向

けは２００５年から、１年生向けには２００６年から

実施している。

１．１年生向けの利用説明会

５月前後に実施し、内容は４月のオリエン

テーションの補足と１年生で主に利用する本に

ついて、配布資料（図ｌ）を基にブックトーク

風にして説明している。この説明会は毎年１年

今回ご紹介した本については下肥をご覧ください。

このほかにも図毎室にはたくさんの本や雑麓があります。どうぞご利用ください！

１．１年生向け●考害について

■解剖学

．「超入門版雄でもわかる解剖学」鈴木真幸著静岡新聞社(発売）2005年

．「イラストでまなぶ解剖学第２版」松村麓見著医学香院2009年

．「カラースケッチ解剖学第３版」亀井和世監訳贋川香店2003年

．「ボディ・ナビゲーシヨン触ってわかる身体解剖」AndrewBiel著阪本桂造監訳医遭の日本社2005年

■生理学

。「イラストでまなぶ生理学第２版』田中越郎著医学害院2009年

．「イラストでまなぶ人体のしくみとはたらき」田中越郎著医学書院2006年

。「新訂目でみるからだのメカニズム」堺章箸医学香院2000年

図ｌ配付資料

せとよしえ：神奈川衛生学間卑門学校
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生にレポート課題を出す;〃師からの提案により

実施できるようになった。

説明時間はクラス（各学年３クラス）ごとに

約３０分、授業I|:'に図押室へ移動してもらい実施

している（当｢Iは補助椅子を川意し全貝着席で

きるように準備)。オリエンテーションを４月の

入学後ｌカノjも経っていない時期に実施してい

るため、まだＭ:iII:室を利用していない学生も多

い。ここでのＰＲは１年生に対し妓初の図誇室

ＰＲとなるので重要だ。

以前は本の配世説明をしながら全般の本を浅

く広く紹介していたが、2009年の説明会からは

1年生が一番利川するであろう科Ⅱ（解剖学・

生理学）の本に絞り、あとはレポート課題に関

する本を紹介するのみとした。学生に対する専

門書のブックトークは子どもたちに対するもの

と違い、少し硬めの説|Ⅲになりがちなので、話

し方や間をよく考えないと途中でウトウトして

しまう学生も出てくる。そこで2()１０年４月末に

実施した税Ⅲj会では途''１約５分間の休憩を入れ、

実際に自｢'1に:iIド架を兄てもらう時間をつくった。

普段Ｍ諜室に来ない学生も雑誌などを兄て楽し

んでいるようだった。休憩を入れることにより

３０分の話は１５分ずつになるので、以前よりは

集中力が保たれたようだ。今後も様子を見なが

ら改善をしていく必要がある。

２．３年生向けの利用説明会

卒業前の並終盗校11に実施している。当日は

いろいろな説明会が組み込まれているので、そ

の中に図書室説明会の時間も入れてもらった。

説明時間は約２０分。場所はＡＶホールで３

年生全員を対象に実施している。内容は当校図

譜室の卒業後の利川方法と姉妹校（東京衛生学

園専門学校)の利川方法、利用可能な医学図書館

の紹介、医学神取り扱い蒋店の紹介など、卒業

後に役に立つ情報を''1心に説明している。内容

についてはまだ工夫する必要があるが、図書室

としてはこの利川説明会が卒業していく学生へ

の雌後の大きなＰＲの場となる。卒業後、調べ

ごとで体|った時に「学校の似|:i1f室｜を思い出し

てもらえたらと‘思っている偏

Ⅲ図書室内部のＰＲ

図書室には書架や雑誌ラック以外にも、イン

ターネットや視聴覚資料を閲覧するコーナーな

どいろいろな機能やサービスが存在する。とこ

ろが、見せ方を工夫しないとその存在をアピー

ルできず、せっかくあるサービスや資料を利川

者に提供できないこともある。

そこで図書室内部のＰＲとして、まず４月の

オリエンテーションでは１年生に配布する図沓

室利用案内（図２）に簡単な図書室案内図を入

れるようにした。配布する資料はコーナーごと

に色分けしカラー印刷にした。以前は利用説明

のみであったが、案内図を入れることで以前よ

りも目立つようになった。利用説明の内容は雌

低限になったが、詳細についてはｉＩｌ１:接図譜室で

個別に説明した方がわかりやすいためそれほど

問題ではなかった。
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図２図諜室利用案内

図書室内は、まず入1.1に「インターネット閲
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覚コーナー｣、さらにその奥に「視聴覚コー

ナー」を設ft、:ﾙﾐ架の奥には「没iIjliコーナー」

としてコミック棚を設置した。所蔵している漫

画は医療系換画なので、以前は移動秤架（図３）

にあったが、２００９年に漫画コーナーとして別慨

したところ目立つようになった。

に置き「岐新問題集コーナー」としている。

また当似I群までは本の注文のほかに治旅川具

の注文も受け付けているため、図誹室入１１近く

に鍬の見本ケースを置き「注文コーナー」とし

た。

どのコーナーもひとつひとつを『Ｉ立つように

工夫することが、そのまま図書室のＰＲにつな

がると思われる。

また、｜郡I;:室内の掲示物も動きのない掲示物

ばかりだと、変化がなくて面白みがないように

感じられる。そこで「新聞記事（医学関連記

事)」「卒業生記事（卒業生のことが掲載された

新聞や雑誌の記事)」「ホームページ掲載記事

(図書室のホームページに掲載した記豹」の３

つを定期的に変えて掲示するようにした。ちな

みにカウンター隅のリクエスト用紙の検に世<

猫（または犬）'j:真も毎月変えている（似１５)。凶３評架
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新潜図昌iIfについては、図害室入’１近くに「新

着図書展示コーナー」をつくり毎)j一定期間展

示し、国家試験問題集の最新版はカウンター前

■

利用者が多い基礎医学と国家試験問題集につ

いては２００８年に新たに書棚を購入し、カウン

ター前の一番目立つ場所に設置した（似１４)。こ

の時、閲覧席４席分がなくなるため大いに悩ん

だが、書架スペース不足の問題もあり思い切っ

て決断した。その結果、基礎医学の本をＩ１立つ

場所に置くことができ、専門図書室らしさを強

く出すことができた。
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Ⅳ．おわりに

似l書室は「静」の場であるため、室内ででき

るＰＲはかなり限定されてしまう。大きな声を

出してＰＲできる「オリエンテーション」や

｢利用説明会」なども年に数回しか実施できない。

ＰＲするにもなかなか難しい現状ではあるが、

ＰＲをすれば必ず利用者から反応がある。その

反応は利用者との会話だけではなく、利川して

いる様子や貸出状況でも読み取れる。ＰＲする

ことは利川者にとっても図書室にとってもIxI書

室活性化の鍵となる。今後も図評室の現場を良

く観察し、その時の状況に応じたＰＲを実施し

ていければと考えている。

図４基礎医学・試験問題集配架スペース
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